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7
月
下
旬
、
過
疎
対
策
室
の
現
地
調
査
で
新
潟
県

の
粟
島
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
。
1
島
1
村
の
粟
島

浦
村
の
人
口
は
3
5
0
人
足
ら
ず
、
診
療
所
は
看
護
師

の
み
で
医
師
は
い
な
い
。
通
常
は
対
岸
の
村
上
市
の
病

院
の
医
師
の
T
V
診
察
で
、
必
要
な
場
合
に
は
定
期
船

で
村
上
市
に
患
者
を
運
び
、
緊
急
を
要
す
る
場
合
は
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
出
動
を
仰
ぐ
。
定
期
船
は
フ
ェ
リ
ー
と

高
速
船
が
あ
る
が
、
こ
の
夏
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
便
数

は
調
整
さ
れ
て
い
る
。
感
染
は
絶
対
に
防
が
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
乗
船
に
は
健
康
調
査
と
検
温
が
あ
っ
た
。

粟
島
は
10
年
近
く
前
に
、
島
を
愛
す
る
早
稲
田
の

ゼ
ミ
生
が
何
度
も
お
邪
魔
し
て
お
り
、
い
つ
か
ぜ
ひ
訪

ね
た
い
と
思
っ
て
い
た
場
所
で
あ
る
。
村
が
進
め
て
い

る
「
し
お
か
ぜ
留
学
」
の
成
果
を
見
せ
て
も
ら
う
た
め

に
、
よ
う
や
く
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
過
疎
地
域
の

町
村
で
は
各
地
で
山
村
留
学
が
実
施
さ
れ
て
い
て
、
そ

こ
で
は
都
会
で
は
身
に
つ
か
な
い
生
き
る
力
が
育
ま
れ

て
い
る
が
、
粟
島
浦
村
の
し
お
か
ぜ
留
学
は
、
い
の
ち

の
教
育
を
謳
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を

感
じ
る
。

翌
年
に
小
中
学
校
の
生
徒
数
が
ひ
と
け
た
に
な
る

と
わ
か
っ
た
年
に
、
村
は
思
い
切
っ
た
留
学
制
度
を

考
え
、
翌
平
成
25
年
度
か
ら
実
行
に
移
し
た
。
そ
れ

は
、
か
つ
て
野
生
馬
が
い
た
島
に
牧
場
を
つ
く
り
、
そ

こ
で
留
学
生
が
馬
の
世
話
を
す
る
、
生
き
も
の
に
寄
り

添
う
い
の
ち
の
教
育
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
っ
た
。
4

年
間
は
そ
の
よ
う
な
試
み
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
沖
縄
の

N
P
O
の
支
援
を
受
け
、
29
年
度
か
ら
は
村
の
教
育
委

員
会
の
管
理
体
制
に
移
行
し
て
、
生
徒
た
ち
は
全
国
的

な
乗
馬
組
織
の
O
B
に
直
接
指
導
を
受
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。
8
頭
の
馬
へ
の
朝
6
時
と
夕
方
5
時
の
餌
や

り
と
馬
糞
の
処
理
等
の
作
業
が
毎
日
の
日
課
で
、
乗
馬

指
導
も
あ
る
。

村
は
留
学
生
受
け
入
れ
の
た
め
に
民
家
を
改
修
し
、

寮
を
用
意
し
た
。
寮
の
キ
ャ
パ
が
留
学
生
の
定
員
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
令
和
2
年
度
は
男
子
寮
6
名
、

女
子
寮
8
名
に
加
え
て
、
里
親
施
設
女
子
6
名
分
を
開

設
し
て
20
名
に
ま
で
増
え
、
う
ち
3
名
は
小
学
生
で
あ

る
。
関
東
が
多
い
が
、
関
西
・
東
北
・
東
海
の
生
徒
も

い
る
。施
設
の
管
理
人
は
す
べ
て
I
タ
ー
ン
者
で
あ
る
。

い
の
ち
の
教
育
が
注
目
さ
れ
て
最
近
の
応
募
は
定
員
を

は
る
か
に
超
え
る
。
今
年
度
の
新
入
生
11
名
の
募
集
に

対
し
て
応
募
は
30
名
も
あ
り
、
選
考
の
た
め
に
2
か
月

か
け
て
順
次
親
同
伴
で
島
に
来
て
も
ら
っ
た
。
留
学
生

の
年
間
経
費
は
60
万
円
で
あ
る
。

実
際
に
寮
を
訪
れ
て
生
徒
の
話
を
聞
い
た
が
、島
の

最
初
の
印
象
に
つ
い
て
は
異
口
同
音
に
「
自
然
が
豊

か
」で
あ
っ
た
。基
本
的
に
自
然
と
馬
に
惹
か
れ
て
応
募

し
た
子
が
多
く
、
早
朝
か
ら
の
馬
の
世
話
を
苦
に
す
る

子
は
い
な
か
っ
た
。
将
来
は
ど
ん
な
仕
事
に
と
い
う
質

問
に
は
、生
き
も
の
に
か
か
わ
る
仕
事
、獣
医
、乗
馬
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
看
護
師
な
ど
の
答
え
が
返
っ
て
き
た

が
、
中
学
生
が
自
然
と
生
き
も
の
の
こ
と
を
こ
こ
ま
で

考
え
て
い
る
こ
と
に
、
筆
者
は
感
動
を
禁
じ
得
な
か
っ

た
。
昨
年
の
成
人
式
に
留
学
1
期
生
が
2
名
両
親
と
と

も
に
参
加
し
た
こ
と
も
、
島
と
の
強
い
絆
を
示
し
て
余

り
あ
る
。
こ
の
事
業
は
す
ぐ
に
定
住
者
を
増
や
す
も
の

で
は
な
い
が
、
島
の
自
然
と
生
き
も
の
の
世
話
か
ら
生

き
る
力
を
身
に
着
け
て
各
地
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
て

る
可
能
性
に
、
国
家
的
な
意
義
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授

宮み
や

口ぐ
ち

　
侗と

し

廸み
ち

２
０
２
０
年
度
普
通
交
付
税
大
綱

　
　

－

普
通
交
付
税
15
兆
５
、９
２
６
億
円
、
２
年
連
続
で
増
加

－
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⑵

美
し
い
農
業
景
観
を
次
世
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に
つ
な
ぐ
＝
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町
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�
�
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�
�
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⑸

町
村
ご
当
地
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ま
ん
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
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�
�
�
�
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笑
顔
と
夢
が
膨
ら
む
ま
ち

　
　

～
共
に
支
え
合
う
挑
戦
と
再
生
～
�
�
�
�
�
�
千
葉
県
御
宿
町
長　

石
田　

義
廣
…
⑾

政�

策
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ォ
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ラ
ム
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報

随�

想

離
島
で
の
い
の
ち
の
教
育
の
意
義

　
　
―
新
潟
県
粟
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し
お
か
ぜ
留
学
―
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幼
保
無
償
化
で
財
政
需
要
拡
大

幼
保
無
償
化
で
財
政
需
要
拡
大

財
源
不
足
団
体
の
基
準
財
政
需
要
額

は
、
臨
時
財
政
対
策
債
振
替
相
当
額
を
除

い
た
ベ
ー
ス
で
、
道
府
県
分
が
２
・
３
％

増
の
20
兆
１
、
８
６
８
億
円
、
市
町
村
分

が
３
・
１
％
増
の
22
兆
４
、
１
４
３
億
円

と
な
っ
た
。
道
府
県
、
市
町
村
と
も
に
、

高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
社
会
保
障
関
係
費

支
出
の
伸
び
や
、
昨
年
10
月
に
始
ま
っ
た

幼
保
無
償
化
に
要
す
る
経
費
が
基
準
財
政

需
要
額
を
押
し
上
げ
る
主
な
要
因
と
な
っ

て
い
る
。

幼
保
無
償
化
の
実
施
に
伴
う
地
方
負
担

に
つ
い
て
は
、
国
と
地
方
の
合
意
に
基
づ

き
、
最
初
の
半
年
分
に
限
り
全
額
国
費
の

交
付
金
で
措
置
し
た
が
、
20
年
度
か
ら
は

そ
の
全
額
を
基
準
財
政
需
要
額
に
算
入

し
、交
付
税
で
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
。

20
年
度
の
地
方
負
担
分
は
、
４
月
１
日
時

点
の
子
ど
も
の
数
な
ど
を
踏
ま
え
、
５
、

４
０
０
億
円
を
算
定
し
た
。
４
月
か
ら
始

ま
っ
た
高
等
教
育
の
無
償
化
に
伴
う
地
方

負
担
分
に
つ
い
て
は
３
９
０
億
円
を
算
定

し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
基
準
財
政
収
入
額
は
、

道
府
県
分
が
１
・
３
％
増
の
11
兆
６
、
８

０
０
億
円
、
市
町
村
分
が
４
・
２
％
増
の

15
兆
３
、
０
６
７
億
円
。
消
費
税
率
10
％

へ
の
引
き
上
げ
に
よ
る
効
果
が
平
年
度
化

し
、
地
方
消
費
税
の
税
収
や
、
都
道
府
県

か
ら
市
町
村
が
受
け
取
る
地
方
消
費
税
交

付
金
が
増
え
る
。
給
与
所
得
の
増
加
に
伴

い
個
人
住
民
税
の
所
得
割
の
増
加
も
道
府

県
、
市
町
村
と
も
に
増
要
因
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
加
え
、
市
町
村
で
は
、
家
屋
の

新
増
築
な
ど
で
固
定
資
産
税
が
伸
び
る
。

法
人
関
係
税
は
、
新
た
な
偏
在
是
正
措
置

の
導
入
に
伴
う
制
度
改
正
の
影
響
に
よ
る

増
減
を
見
込
む
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
税
収

に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
る
影
響
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

調
整
額
は

調
整
額
は
２
１
８

２
１
８
億
円
億
円

基
準
財
政
需
要
額
の
中
身
を
詳
し
く
見

る
と
、
土
木
費
や
教
育
費
、
厚
生
費
な
ど

の
「
個
別
算
定
経
費
」
は
、
道
府
県
分
が

１
・
６
％
増
の
16
兆
８
、
８
８
２
億
円
、

市
町
村
分
は
２
・
１
％
増
の
17
兆
９
、
６

０
１
億
円
。
社
会
保
障
関
係
で
は
、
障
害

者
の
自
立
支
援
や
介
護
保
険
料
の
低
所
得

者
軽
減
強
化
に
要
す
る
経
費
へ
の
負
担
金

な
ど
が
膨
ら
ん
だ
。

人
口
と
面
積
を
基
本
と
し
た
簡
素
な
基

準
で
算
定
す
る
「
包
括
算
定
経
費
」
は
、

道
府
県
分
が
０
・
４
％
増
の
１
兆
２
、
２

３
０
億
円
、
市
町
村
分
が
３
・
６
％
増
の

２
兆
１
、
３
９
０
億
円
。
今
春
か
ら
各
自

治
体
で
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が
導
入

さ
れ
た
の
に
伴
い
、
各
自
治
体
が
非
常
勤

職
員
に
期
末
手
当
な
ど
を
支
払
う
た
め
に

か
か
る
経
費
は
、
包
括
算
定
経
費
と
個
別

算
定
経
費
に
そ
れ
ぞ
れ
反
映
し
た
。

基
準
財
政
需
要
額
の
減
要
因
と
し
て

は
、
過
去
の
個
人
住
民
税
減
税
に
伴
う
減

税
補ほ

填て
ん

債
の
償
還
が
前
年
度
で
終
了
し
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
公
債
費
等
」
は
、

道
府
県
分
が
２
・
４
％
減
の
３
兆
３
、
１

２
０
億
円
、
市
町
村
分
が
１
・
１
％
減
の

　

高
市
早
苗
総
務
相
は
７
月
31
日
、
２
０
２
０
年
度
普
通
交
付
税
大
綱
を

閣
議
報
告
し
た
。
各
地
方
自
治
体
に
配
る
普
通
交
付
税
の
総
額
は
、
19
年

度
に
比
べ
て
2
・
5
％
増
（
３
、８
２
５
億
円
増
）
の
15
兆
５
、９
２
６
億

円
で
、
２
年
連
続
で
前
年
度
を
上
回
っ
た
。
内
訳
は
、
道
府
県
分
が

８
兆
４
、９
６
５
億
円
と
3
・
9
％
の
プ
ラ
ス
、
市
町
村
分
が
７
兆
９
６
１
億

円
と
０
・
９
％
の
プ
ラ
ス
だ
っ
た
。
20
年
度
か
ら
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償

化
に
伴
う
地
方
負
担
を
基
準
財
政
需
要
額
に
全
額
算
入
す
る
こ
と
な
ど
を
受

け
、
各
自
治
体
の
財
源
不
足
は
膨
ら
ん
だ
。
税
収
が
豊
か
な
こ
と
か
ら
、
国

か
ら
普
通
交
付
税
を
受
け
取
ら
ず
に
財
政
運
営
で
き
る
不
交
付
団
体
は
10
減

少
し
て
76
団
体
と
な
り
、
３
年
ぶ
り
に
前
年
度
を
下
回
っ
た
。

２０２０年度普通交付税大綱２０２０年度普通交付税大綱
－普通交付税15兆5,926億円、－普通交付税15兆5,926億円、

２年連続で増加－２年連続で増加－
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２
兆
９
、
１
９
３
億
円
。「
臨
時
財
政
対

策
債
振
替
相
当
額
」は
、道
府
県
分
が
３
・

６
％
減
の
１
兆
７
、
２
１
１
億
円
、
市
町

村
分
が
３
・
６
％
減
の
１
兆
４
、
１
８
６

億
円
と
な
っ
て
い
る
。

基
準
財
政
需
要
額
と
基
準
財
政
収
入
額

の
差
で
あ
る
財
源
不
足
額
は
交
付
基
準
額

と
呼
ば
れ
、
道
府
県
分
が
３
・
８
％
増
の

８
兆
５
、
０
６
８
億
円
、
市
町
村
分
が
０
・

８
％
増
の
７
兆
１
、
０
７
６
億
円
。
そ
の

上
で
、
交
付
基
準
額
は
、
予
算
で
決
め
ら

れ
た
普
通
交
付
税
の
額
を
超
過
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
差
を
埋
め
る
た
め
の
調

整
が
必
要
と
な
る
。
具
体
的
に
は
、
交
付

基
準
額
か
ら
、
基
準
財
政
需
要
額
に
調
整

率
（
20
年
度
は
０
・
０
０
０
５
１
０
８
８

６
）
を
乗
じ
て
得
ら
れ
た
調
整
額
（
２
１

８
億
円
）
を
差
し
引
く
こ
と
で
、
各
自
治

体
に
配
分
す
る
普
通
交
付
税
額
を
決
め
た
。

臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
可
能
額
を
示

す
振
替
相
当
額
を
加
え
た
実
質
的
な
交

付
額
を
見
る
と
、
道
府
県
分
が
２
・
５
％

増
の
10
兆
２
、
１
７
６
億
円
、
市
町
村
分

が
０
・
２
％
増
の
８
兆
５
、
１
４
７
億
円

と
な
っ
た
。

新
た
に
地
域
社
会
再
生
事
業
費

新
た
に
地
域
社
会
再
生
事
業
費

基
準
財
政
需
要
額
の
う
ち
、
地
方
財
政

計
画
に
１
兆
円
を
計
上
し
た
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
事
業
費
」
に
対
応
し
た

「
人
口
減
少
等
特
別
対
策
事
業
費
」
は
、

道
府
県
分
が
横
ば
い
の
１
、８
７
５
億
円
、

市
町
村
分
が
０
・
２
％
増
の
３
、
６
５
４

億
円
。
同
じ
く
創
生
事
業
費
に
対
応
し

た
「
地
域
の
元
気
創
造
事
業
費
」
は
、
道

府
県
分
が
０
・
５
％
減
の
９
０
４
億
円
、

市
町
村
分
が
６
・
４
％
増
の
２
、
４
９
３

億
円
と
な
っ
た
。
地
方
創
生
を
め
ぐ
っ
て

は
、
新
た
な
総
合
戦
略
の
下
で
の
第
２
期

（
20
～
24
年
度
）
の
取
組
が
ス
タ
ー
ト
し

て
お
り
、
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
。

地
方
法
人
課
税
の
新
た
な
偏
在
是
正
措

置
で
生
じ
る
財
源
を
活
用
し
、
地
財
計
画

に
４
、
２
０
０
億
円
を
計
上
し
た
「
地
域

社
会
再
生
事
業
費
」
に
対
応
す
る
経
費
を

算
定
項
目
に
加
え
た
。
地
域
社
会
再
生
事

業
費
は
、
人
口
減
少
で
疲
弊
が
進
む
地
域

社
会
の
維
持
・
再
生
に
向
け
た
幅
広
い
施

策
を
後
押
し
す
る
の
が
目
的
。
道
府
県
分

が
２
、
０
６
８
億
円
、
市
町
村
分
が
１
、

９
９
８
億
円
と
な
っ
た
。

配
分
額
の
算
定
に
は
、
①
人
口
構
造
の

変
化
に
応
じ
た
指
標
②
人
口
集
積
の
度
合

い
に
応
じ
た
指
標
―
を
採
用
。
①
は
、
人

口
減
少
率
や
年
少
人
口
比
率
、
高
齢
者
人

口
比
率
な
ど
を
用
い
て
、
全
国
平
均
を
上

回
る
ペ
ー
ス
で
人
口
が
減
少
し
、
少
子
高

齢
化
が
進
行
し
て
い
る
自
治
体
の
経
費
を

割
り
増
し
て
算
定
し
た
。
②
は
、
人
口
密

度
が
４
、
０
０
０
人
未
満
の
「
非
人
口
集

中
地
区
」
が
多
く
存
在
す
る
自
治
体
の
経

費
を
割
り
増
し
て
算
定
。
人
口
密
度
の
低

い
地
域
で
は
、
住
民
の
移
動
手
段
や
医
療

の
確
保
と
い
っ
た
、
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
掛
か
る
コ
ス
ト
が
拡
大
す
る
こ
と
に

配
慮
し
た
。

市
町
村
分
の
算
定
結
果
を
人
口
規
模
別

に
見
る
と
、
い
ず
れ
も
平
均
で
、
１
０
０

万
人
以
上
が
６
億
１
、
０
０
０
万
円
、
５

０
万
～
１
０
０
万
人
未
満
は
４
億
１
、
０

０
０
万
円
、
10
万
～
50
万
人
未
満
は
２
億

１
、
０
０
０
万
円
、
５
万
～
10
万
人
未
満

は
１
億
５
、
０
０
０
万
円
、
１
万
～
５
万

人
未
満
は
１
億
１
、
０
０
０
万
円
、
５
、

０
０
０
～
１
万
人
未
満
は
８
、
０
０
０
万

円
、
５
、
０
０
０
人
未
満
は
５
、
０
０
０

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

新
た
な
地
方
法
人
課
税
の
偏
在
是
正
策

に
よ
り
生
じ
る
財
源
の
一
部
は
、
都
道
府

県
が
実
施
し
た
技
術
職
員
の
増
員
に
要
す

る
経
費
に
も
充
当
し
た
。
要
件
を
満
た
し

た
全
国
１
４
２
人
分
が
対
象
で
、
１
人
当

た
り
６
１
５
万
円
で
算
定
し
た
。

総
務
省
は
、
小
規
模
市
町
村
を
中
心
に

土
木
職
な
ど
の
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、

市
町
村
の
業
務
サ
ポ
ー
ト
と
大
規
模
災
害

時
の
派
遣
体
制
強
化
に
向
け
、
都
道
府
県

が
ま
と
め
て
人
材
を
確
保
す
る
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。
普
通
交
付
税

措
置
は
、
前
年
度
か
過
去
３
年
間
の
平
均

に
比
べ
て
技
術
職
員
を
増
や
す
こ
と
が
要

件
の
一
つ
。
そ
の
上
で
、
市
町
村
の
公
共

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください
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施
設
管
理
な
ど
を
支
援
す
る
職
員
を
配
置

し
、
大
規
模
災
害
時
に
被
災
地
で
災
害
査

定
や
復
旧
事
業
に
当
た
る
要
員
を
確
保
す

る
場
合
が
対
象
と
な
る
。

こ
の
他
、
交
付
税
の
交
付
、
不
交
付
に

関
係
な
く
、
全
て
の
自
治
体
が
配
分
対
象

と
な
る
地
方
特
例
交
付
金
は
13
・
３
％

増
の
２
、
２
５
６
億
円
（
道
府
県
分
８

４
３
億
円
、
市
町
村
分
１
、
４
１
３
億
円
）

と
な
っ
た
。

こ
の
う
ち
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
に
よ
る
減

収
を
穴
埋
め
す
る
個
人
住
民
税
減
収
補
填

特
例
交
付
金
は
１
、
７
４
９
億
円
、
自
動

車
税
や
軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
臨

時
的
軽
減
に
よ
る
減
収
を
補
て
ん
す
る
自

動
車
税
減
収
補
填
特
例
交
付
金
は
４
３
６

億
円
、
軽
自
動
車
税
減
収
補
填
特
例
交
付

金
を
71
億
円
を
算
定
し
た
。

財
源
不
足
、
さ
ら
に
厳
し
く

財
源
不
足
、
さ
ら
に
厳
し
く

算
定
の
結
果
、
20
年
度
の
不
交
付
団
体

数
は
76
と
な
っ
た
。
前
年
度
を
下
回
る
の

は
３
年
ぶ
り
。
大
半
の
自
治
体
が
財
源
不

足
に
陥
り
、
交
付
税
に
頼
っ
た
財
政
運
営

か
ら
抜
け
出
せ
な
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。
膨
ら
み
続
け
る
社
会
保
障
支
出
に
税

収
の
増
加
が
追
い
つ
か
な
い
た
め
だ
。

07
年
度
に
１
４
２
あ
っ
た
不
交
付
団
体

は
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
の
10
年
度

に
42
ま
で
落
ち
込
ん
だ
が
、
16
年
度
に

リ
ー
マ
ン
前
の
半
分
を
超
え
る
77
ま
で
回

復
。
そ
の
後
、
小
さ
な
増
減
を
繰
り
返
し

て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
が
経
済
に
与
え
た

打
撃
で
、
税
収
の
大
幅
な
落
ち
込
み
が
懸

念
さ
れ
る
中
、
自
治
体
の
財
源
不
足
は
今

後
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
に
陥
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
る
。

76
の
不
交
付
団
体
の
う
ち
、
都
道
府
県

は
前
年
度
と
同
じ
く
東
京
都
の
み
で
、
残

り
は
市
町
村
。
政
令
市
の
中
で
は
川
崎
の

み
が
含
ま
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
10
市
町
が
不
交
付
か
ら

交
付
に
転
じ
た
一
方
、
交
付
か
ら
不
交
付

と
な
っ
た
自
治
体
は
な
か
っ
た
。
交
付
団

体
に
転
じ
た
要
因
と
し
て
は
、
地
域
内
の

企
業
業
績
が
悪
化
し
た
こ
と
に
よ
る
税
収

減
な
ど
が
背
景
に
あ
る
。

（
時
事
通
信
社
内
政
部　

吉
本　

直
史
）

　◎
町
村
週
報
ご
購
読
の
ご
案
内
◎

　「
町
村
週
報
」を
毎
号
ご
自
宅
や
職
場

に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
ご
購
読
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（kouhou@

zck.or.jp

）

に
て
、
全
国
町
村
会
広
報
部
ま
で
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

★
年
間
購
読
料
１
、
５
０
０
円
（
送
料

込
み
）

★
請
求
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、

折
り
返
し
お
振
り
込
み
下
さ
い
。

・「町村 .com」は、町村関係者の方だけがご利用
いただける専用ページです。

  ご覧になる際は、所定のパスワードが必要にな
ります。

・ユーザー名とパスワードは、各町村にお知らせ
済み（平成18年9月27日付）ですが、 お問い合わせ
は、全国町村会広報部（kouhou@zck.or.jp）まで
お願いいたします。

　全国町村会では、全国の町村との連携を密にし、町村長と町村職員のみなさんの情報収集の利便
性を向上させるため、町村専用ページ「町村.com」を開設しています。
　「町村 .com」では、全国町村会の活動状況や中央省庁などの政策情報を随時ご提供しているほか、
全国の町村の先進的な取り組み事例をはじめ、各種統計資料など様々なデータも公表しています。
　私どもは、「町村 .com」が町村関係者にとって真に役立つホームページとなることを目指し、こ

れからも充実をはかっていきたいと考え
ています。ご覧になったご感想・ご意見を、
下記のメールアドレスにお寄せください。

kouhou@zck.or.jp

町村専用ページ「町村 .com」をご覧になっていますか

 http://www.zck.or.jp/choson/
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町 村 週 報 （第三種郵便物認可）

フォーラム

現地レポート 町村独自のまちづくり

１　
丘
の
ま
ち
び
え
い
の
概
要

美
瑛
町
は
、
北
海
道
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、
十
勝
岳
連
峰
の
山
麓
に
広
が
る
人
口
約

1
万
人
の
ま
ち
で
す
。
東
京
23
区
と
ほ
ぼ
同

じ
６
７
６
・
78
㎢
の
広
大
な
面
積
を
有
し
、

河
川
流
域
に
沿
っ
て
放
射
線
状
に
形
成
さ
れ

た
集
落
で
は
、
農
業
に
不
向
き
と
言
わ
れ
る

丘
陵
地
形
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十
勝
岳
連
峰

の
雪
ど
け
水
や
昼
夜
の
寒
暖
差
な
ど
恵
ま
れ

た
条
件
を
活
か
し
て
、
米
、
小
麦
、
ば
れ
い

し
ょ
、
ア
ス
パ
ラ
、
ト
マ
ト
、
豆
と
い
っ
た

多
彩
な
農
産
物
の
生
産
活
動
が
営
ま
れ
て
い

ま
す
。

町
独
自
の
認
定
基
準
に
よ
り
厳
選
さ
れ
た

ビ
エ
イ
テ
ィ
フ
ル
商
品
に
は
、
素
材
と
れ
た

て
の
美
味
し
さ
を
と
じ
こ
め
た
「
フ
リ
ー
ズ

ド
ラ
イ
食
品
」
を
始
め
、
こ
の
豊
富
な
農
畜

産
物
を
加
工
し
て
生
ま
れ
た
特
産
品
が
顔
を

そ
ろ
え
る
な
ど
、
農
業
を
軸
に
副
次
的
な
産

業
も
発
展
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
、
０
０
０
ｍ
級
の
山
々
を
背
景

に
ど
こ
ま
で
も
波
の
よ
う
に
続
く
丘
陵
地
帯

は
、
季
節
が
進
む
に
つ
れ
て
多
様
な
作
物
が

様
々
な
色
に
変
化
す
る
た
め
「
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
の
丘
」
と
も
呼
ば
れ
、
農
業
の
営
み
が
創

り
出
す
こ
の
美
し
い
農
業
景
観
を
目
的
に
多

▲

十
勝
岳
連
峰
を
背
景
に
し
た
丘
陵
景
観

▲青い池

現地レポート 町村独自のまちづくり

北海道

美瑛町

5　2020年（令和 2年） 9月 7日 第3132号

美
し
い
農
業
景
観
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ

美
し
い
農
業
景
観
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ

美び

瑛え
い

町ち
ょ
う

北
海
道
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町 村 週 報（第三種郵便物認可）

フォーラム

く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

近
年
は
、
十
勝
岳
の
火
山
活
動
か
ら
地
域

を
守
る
た
め
に
整
備
さ
れ
た
砂
防
施
設
の
一

部
が
「
青
い
池
」
と
し
て
認
知
さ
れ
、
国
内

外
か
ら
多
く
の
人
気
を
集
め
て
お
り
、
年
間

２
０
０
万
人
以
上
の
観
光
客
が
訪
れ
る
観
光

地
と
し
て
成
長
し
ま
し
た
。

２　
景
観
保
全
の
意
識
の
芽
生
え

美
瑛
町
の
観
光
業
は
、
昭
和
後
期
ま
で
は

十
勝
岳
山
麓
の
白
金
温
泉
を
中
心
に
発
展
し

て
き
ま
し
た
が
、昭
和
62
年
に
風
景
写
真
家
・

前
田
真
三
氏
の
写
真
ギ
ャ
ラ
リ
ー「
拓
真
館
」

が
開
設
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
農
業
景
観
が

注
目
を
集
め
テ
レ
ビ
番
組
や
Ｃ
Ｍ
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
当
時
の
観
光
入
込

客
数
は
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
し
た
。

平
成
元
年
に
は
、
リ
ゾ
ー
ト
法
に
基
づ
く

富
良
野
大
雪
リ
ゾ
ー
ト
地
域
整
備
構
想
の
重

点
整
備
地
区
に
設
定
さ
れ
、
さ
ら
な
る
観
光

振
興
に
向
け
た
具
体
的
な
検
討
が
進
め
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
一

方
で
は
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
伴
い
移
住
者
や
観

光
客
が
増
え
、
店
舗
や
住
宅
の
建
設
が
無
秩

序
に
広
が
る
こ
と
を
懸
念
し
、
住
民
を
中
心

に
景
観
を
保
全
す
る
気
運
が
高
ま
り
、
同
年

12
月
に
「
美
瑛
町
景
観
条
例
」
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
景
観
整
備
の
方
針
を
示
す

「
景
観
ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
景
観

形
成
地
区
を
指
定
し
た
上
で
そ
の
地
域
に
応

じ
た
景
観
形
成
基
準
を
設
け
、
建
築
行
為
等

の
統
一
を
図
っ
て
い
く
も
の
で
し
た
。
し
か

し
、
町
に
よ
る
指
導
や
助
言
の
対
象
は
、
あ

く
ま
で
も
こ
の
指
定
さ
れ
た
地
区
内
に
お
け

る
行
為
に
限
ら
れ
て
お
り
、
民
有
地
の
指
定

に
は
土
地
所
有
者
の
同
意
が
必
要
で
あ
っ
た

た
め
、
地
区
の
指
定
に
至
ら
な
い
ケ
ー
ス
も

多
く
、
唯
一
指
定
さ
れ
た
エ
リ
ア
は
リ
ゾ
ー

ト
開
発
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
た
白
金
地
区

の
み
と
課
題
を
残
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
市
街
地
の
メ
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ト
で
あ
る
本
通
り
地
区
の
土
地
区
画
整

理
事
業
に
お
い
て
は
、
電
線
類
の
地
中
化
や

流
雪
溝
の
整
備
の
ほ
か
、
住
民
相
互
に
建
築

協
定
を
結
ぶ
こ
と
で
「
自
然
と
調
和
し
た
美

瑛
の
玄
関
口
」
に
ふ
さ
わ
し
い
街
並
み
づ
く

り
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
建
物
は
等
辺
切
妻
屋

根
を
基
調
と
し
、
外
壁
に
は
美
瑛
軟
石
を
積

極
的
に
使
用
す
る
な
ど
の
ル
ー
ル
を
「
街
づ

く
り
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
し
て
住
民
総
意
の
も

と
に
策
定
し
、
建
築
行
為
に
一
定
の
制
限
を

か
け
る
こ
と
で
、
統
一
し
た
街
並
み
が
形
成

さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
ど
こ
か
欧
州
の
よ
う

な
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
る
こ
の
空
間
は
、
今

も
多
く
の
観
光
客
か
ら
人
気
を
集
め
て
い
ま

す
。

３　
景
観
計
画
の
策
定

バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
後
に
は
リ
ゾ
ー
ト
開

発
も
下
火
と
な
り
、
社
会
的
に
自
然
保
護
や

景
観
保
全
の
意
識
も
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、

平
成
12
年
頃
よ
り
美
瑛
町
景
観
審
議
会
に
お

い
て
、
課
題
の
残
さ
れ
て
い
た
景
観
条
例
の

改
正
に
向
け
て
検
討
が
始
ま
り
、
平
成
15
年

3
月
に
「
美
瑛
の
美
し
い
景
観
を
守
り
育
て

る
条
例
」
が
新
た
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
農

村
景
観
は
地
域
の
財
産
で
あ
り
、
次
世
代
の

た
め
に
守
り
育
て
て
い
く
責
任
が
あ
る
と

い
っ
た
考
え
が
地
域
に
定
着
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
そ
の
精
神
が
前
文
に
謳
わ
れ
る
と

と
も
に
、
条
例
の
適
用
範
囲
を
町
内
全
域
と

し
、
開
発
行
為
の
手
続
き
の
一
つ
に
住
民
説

明
が
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
で
、
地
域
の
意

向
を
踏
ま
え
た
景
観
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
1
年
後
の
平
成
16
年
6
月

に
「
景
観
法
」
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

こ
の
条
例
は
法
的
拘
束
力
を
持
た
な
い
自
治

体
独
自
の
条
例
と
な
っ
て
し
ま
い
、
景
観
法

に
基
づ
い
た
景
観
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

は
、
景
観
行
政
団
体
の
指
定
を
受
け
、
景
観

計
画
を
策
定
す
る
必
要
が
生
じ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
平
成
18
年
8
月
に
景
観
行
政
団
体
の

指
定
を
受
け
、
景
観
づ
く
り
に
関
す
る
町
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
を

経
て
、
平
成
24
年
に
北
海
道
大
学
観
光
学
高

等
研
究
セ
ン
タ
ー
と
連
携
協
定
を
結
び
、
本

格
的
に
景
観
計
画
の
策
定
を
始
め
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

北
海
道
大
学
の
調
査
研
究
で
は
、
地
域
の

実
情
に
即
し
た
計
画
と
す
る
た
め
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
課
題
を
明
ら
か
に
し

な
が
ら
、
約
3
年
の
期
間
を
か
け
て
丁
寧
に

作
業
が
進
め
ら
れ
、
平
成
27
年
3
月
に
「
美

瑛
町
景
観
計
画
」が
完
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、

あ
わ
せ
て
同
年
7
月
に
は
「
美
瑛
の
美
し
い

景
観
を
守
り
育
て
る
条
例
」
を
景
観
法
に
基

▲

本
通
り
地
区

▲

拓
真
館
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フォーラム

づ
く
条
例
と
し
て
全
部
改
正
し
て
い
ま
す
。

景
観
計
画
は
、
そ
の
策
定
を
ゴ
ー
ル
と
す

る
こ
と
な
く
、
具
体
的
な
取
組
も
進
め
て
い

ま
す
。
町
民
や
事
業
者
に
計
画
の
概
要
を
示

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
美
瑛
町
ら
し
い
建
物

の
建
ち
方
を
示
し
た
事
例
集
を
配
布
し
て
制

度
の
周
知
を
図
っ
て
い
る
ほ
か
、
景
観
セ
ミ

ナ
ー
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
を
通
し
て
、
景

観
づ
く
り
に
対
す
る
住
民
の
意
識
向
上
に
も

努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
条
例
の
改
正
に
よ

り
新
た
に
定
め
ら
れ
た
助
成
金
制
度
で
は
、

景
観
づ
く
り
に
寄
与
す
る
事
業
に
対
し
て
助

成
が
な
さ
れ
て
お
り
、
景
観
重
要
建
造
物
の

補
修
や
塗
装
、
写
真
撮
影
に
支
障
と
な
っ
て

い
る
電
柱
の
移
設
な
ど
の
事
業
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

４　

�「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」�

づ
く
り
運
動

平
成
17
年
10
月
、
美
瑛
町
を
は
じ
め
と
す

る
全
国
7
町
村
に
よ
り
「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
」
連
合
は
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
過
疎
化

や
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
地
域
の
暮
ら
し

に
よ
っ
て
根
付
い
た
風
景
や
文
化
を
守
る
た

め
、
自
ら
の
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
切

磋
琢
磨
し
な
が
ら
自
立
し
た
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
そ
の
よ
う
な
志
を
と
も

に
す
る
仲
間
が
、
現
在
は
全
国
63
地
域
に
ま

で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

美
瑛
町
で
は
、
農
協
や
商
工
会
な
ど
町
内

23
機
関
を
構
成
団
体
と
す
る
協
議
会
を
立
ち

上
げ
、
こ
の
取
組
を
推
進
し
て
お
り
、
観
光

道
路
の
清
掃
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
塗
装
、「
花

い
っ
ぱ
い
運
動
」
と
称
し
た
市
街
地
の
花
壇

整
備
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
住
民
の
手
に

よ
っ
て
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
取
組
を
通
し
て
改
め
て
町
民
一
人
一
人
が

景
観
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
け
る

貴
重
な
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
中
学
生
を
対
象
に
し
た
ふ
る
さ

と
学
習
や
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
を
通
し
て
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
誇
れ
る
地
域
資
源
に
つ

い
て
問
い
か
け
る
よ
う
な
活
動
も
行
っ
て
い

ま
す
。
や
は
り
農
作
物
や
農
業
景
観
と
い
っ

た
声
が
多
い
も
の
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観

や
考
え
方
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
新
た
な

発
見
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち

が
抱
く
小
さ
な
誇
り
を
郷
土
愛
と
し
て
育
ん

で
い
く
た
め
、
こ
れ
ら
の
声
に
も
し
っ
か
り

耳
を
傾
け
、
ま
ち
全
体
で
美
し
い
村
づ
く
り

の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

５　
農
業
と
観
光
業
の
共
存

美
瑛
町
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
、
美
し
い
丘

陵
景
観
を
眺
望
で
き
る
「
農
地
」
が
中
心
と

な
る
た
め
、
観
光
客
が
増
え
る
一
方
で
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
の
通
行
を
妨
げ
る
路
上
駐
車
、
農

地
へ
の
無
断
侵
入
や
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
。
特

に
農
地
へ
の
立
ち
入
り
は
、
踏
み
込
ん
だ
靴

底
の
病
害
虫
等
に
よ
り
作
物
が
病
気
に
か

か
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
、
そ
の
心
な
い

1
歩
が
周
辺
一
帯
の
農
地
や
農
産
物
の
生
産

に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
す
大
き
な
リ
ス
ク
と

な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
解
決
の
た
め
、こ
れ
ま
で
、

優
良
景
観
ポ
イ
ン
ト
に
は
展
望
公
園
と
し
て

駐
車
場
や
ト
イ
レ
の
整
備
を
は
じ
め
、
観
光

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
や
啓
発

看
板
を
設
置
す
る
な
ど
の
対
応
を
進
め
て
き

ま
し
た
が
、近
年
は
外
国
人
観
光
客
が
増
え
、

言
語
が
通
じ
な
い
こ
と
や
異
文
化
で
あ
る
こ

と
に
よ
る
新
た
な
ト
ラ
ブ
ル
も
生
じ
て
お

り
、苦
慮
す
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

▲ガードレール塗装

▲農地に立ち入る観光客

▲

景
観
フ
ォ
ー
ラ
ム
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訪
れ
る
側
と
受
け
入
れ
る
側
の
双
方
が
心
地

よ
く
過
ご
せ
る
環
境
づ
く
り
は
今
も
ま
だ
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
昨
年
、
農
家
を
中
心
に

し
た
「
畑
看
板
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
立
ち
上

が
り
ま
し
た
。
看
板
を
通
し
て
農
家
の
思
い

を
伝
え
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
農
業
景

観
を
見
渡
せ
る
絶
景
ポ
イ
ン
ト
に
設
置
さ
れ

た
看
板
に
は
、
農
家
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
発

信
や
観
光
客
が
農
業
者
を
支
援
す
る
仕
組
み

な
ど
、
農
家
と
観
光
客
が
つ
な
が
る
仕
掛
け

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

観
光
客
に
目
の
前
に
広
が
る
美
し
い
景
観

が
農
家
の
営
み
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理

解
し
て
も
ら
い
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
観
光
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
両
者
の
摩
擦
を

解
消
し
て
良
い
関
係
性
を
構
築
し
て
い
き
た

い
と
す
る
活
動
が
、
本
来
で
あ
れ
ば
観
光
マ

ナ
ー
問
題
で
苦
し
い
思
い
を
し
て
い
る
農
家

側
か
ら
声
が
上
が
り
始
ま
っ
た
こ
と
は
、
美

瑛
町
に
と
っ
て
新
た
な
1
歩
と
な
り
ま
し

た
。

６　
誰
も
が
住
み
た
い
ま
ち
に

平
成
の
時
代
と
と
も
に
歩
み
始
め
た
美
瑛

町
の
景
観
づ
く
り
は
、
課
題
を
一
つ
一
つ
解

決
し
な
が
ら
着
実
に
か
た
ち
づ
く
ら
れ
ま
し

た
。
携
帯
電
話
基
地
局
の
建
設
な
ど
生
活
の

利
便
性
を
高
め
る
一
方
で
、
景
観
に
配
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
案
も
あ
り
、
ま
だ
ま

だ
残
さ
れ
て
い
る
課
題
は
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
が
、
今
後
も
美
瑛
町
ら
し
い
景
観
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
て
き
た
美

し
い
農
業
景
観
は
、
開
拓
以
降
の
農
家
の
営

み
が
積
み
重
ね
ら
れ
た
産
物
で
あ
り
、
こ
の

貴
重
な
地
域
資
源
を
将
来
に
わ
た
り
守
り
続

け
て
い
く
た
め
に
も
農
業
の
持
続
的
な
発
展

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
同
時
に
、
国
内
外
の
多

く
の
方
々
に
美
瑛
町
を
知
っ
て
も
ら
い
、
訪

れ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
地
域
経
済
を
活
性
化

さ
せ
る
観
光
業
も
重
要
な
産
業
と
な
り
ま

す
。こ

れ
ら
2
つ
の
産
業
を
軸
に
新
た
な
人
の

流
れ
を
つ
く
り
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
、
誰

も
が
住
み
た
い
と
思
え
る
「
丘
の
ま
ち
び
え

い
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

美
瑛
町
長　

角
和　

浩
幸

▲

畑
看
板
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

2020年（令和 2年） 9月 7日　8第3132号

ブ
ド
ウ

秋
の
果
物
の
代
表
格
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ブ
ド

ウ
の
原
産
地
は
コ
ー
カ
サ
ス
、
カ
ス
ピ
海
地

方
。
エ
ジ
プ
ト
、
ギ
リ
シ
ャ
を
経
て
、
紀
元

前
１
世
紀
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
広
が
っ
た
。

ほ
か
に
ア
メ
リ
カ
原
産
の
ブ
ド
ウ
も
あ
る
。

日
本
へ
は
奈
良
時
代
に
薬
用
と
し
て
持
ち

込
ま
れ
た
ら
し
く
、
正
倉
院
に
は
葡
萄
唐
草

文
が
刻
ま
れ
た
「
鳥
獣
花
背
円
鏡
」
な
ど
が

宝
物
と
し
て
伝
わ
る
。
本
格
的
に
栽
培
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
時
代
に
入
っ
て

か
ら
。
山
梨
県
の
甲
州
ブ
ド
ウ
は
早
く
か
ら

知
ら
れ
て
い
た
。
生
で
そ
の
ま
ま
食
べ
る
ほ

か
、
ワ
イ
ン
の
原
材
料
と
し
て
多
く
が
使
わ

れ
る
。
ミ
ネ
ラ
ル
や
糖
分
が
豊
富
。
青
く
て

大
粒
の
マ
ス
カ
ッ
ト
や
巨
峰
、
ピ
オ
ー
ネ
、

デ
ラ
ウ
エ
ア
な
ど
多
く
の
品
種
が
あ
る
。
み

ず
み
ず
し
い
果
実
は
、
食
べ
や
す
く
、
さ
わ

や
か
な
香
気
に
秋
を
感
じ
る
。

水
上
勉
（
み
ず
か
み 

つ
と
む
）

『
越
前
竹
人
形
』『
五
番
町
夕
霧
桜
』
な
ど
、

人
間
の
業
と
宿
命
を
見
つ
め
る
作
品
を
多
く

残
し
た
作
家
。
福
井
県
生
ま
れ
。
８
歳
で
京

都
の
臨
済
宗
相
国
寺
の
徒
弟
に
出
さ
れ
、
得

度
を
受
け
る
が
出
奔
を
繰
り
返
し
、
17
歳
で

還
俗
。立
命
館
大
学
国
文
科
で
学
ぶ
が
中
退
。

そ
の
後
、
洋
服
の
行
商
や
代
用
教
員
な
ど
30

以
上
の
職
を
転
々
と
し
た
。

１
９
４
８
年
に
『
フ
ラ
イ
パ
ン
の
歌
』
を

刊
行
す
る
が
、
障
害
を
持
つ
子
を
抱
え
、
生

活
に
困
窮
し
、
40
歳
で
再
デ
ビ
ュ
ー
。
１
９

６
１
年
に
禅
寺
経
験
を
も
と
に
し
た
『
雁
の

寺
』
で
直
木
賞
を
受
賞
し
た
。
苦
難
の
経
験

が
、
遊
郭
の
女
や
貧
し
い
僧
、
殺
人
犯
な
ど

社
会
の
底
辺
に
生
き
る
男
女
を
哀
切
に
描
く

作
品
に
投
影
さ
れ
て
い
る
。
２
０
０
４
年
９

月
８
日
、肺
炎
の
た
め
死
去
。
85
歳
だ
っ
た
。

二
百
二
十
日
（
に
ひ
ゃ
く
は
つ
か
）

立
春
か
ら
２
２
０
日
目
の
こ
と
で
、
今
年

は
９
月
10
日
。
２
１
０
日
目
の
「
二に

百ひ
ゃ
く

十と
お

日か

」
と
並
び
、
台
風
が
襲
来
す
る
と
、
農
作

物
に
甚
大
な
被
害
が
出
る
恐
れ
が
あ
り
、
古

く
か
ら
警
戒
の
た
め
の
日
と
し
て
伝
わ
っ
て

い
る
。
死
者
・
行
方
不
明
者
が
３
、
０
０
０

～
５
、０
０
０
人
に
上
っ
た「
室
戸
台
風
」（
１

９
３
４
年
）、「
枕
崎
台
風
」（
１
９
４
５
年
）、

「
伊
勢
湾
台
風
」（
１
９
５
９
年
）
は
、
い
ず

れ
も
９
月
に
日
本
を
襲
っ
て
い
る
。

台
風
は
太
平
洋
高
気
圧
の
縁
に
沿
っ
て
動

く
。
日
本
列
島
を
覆
っ
て
い
た
太
平
洋
高
気

圧
の
勢
力
が
東
に
後
退
し
始
め
る
と
、
台
風

の
進
路
は
東
に
ず
れ
る
よ
う
に
な
り
、
９
月

に
な
る
と
九
州
、
四
国
、
近
畿
地
方
を
直
撃

す
る
コ
ー
ス
を
取
る
こ
と
が
多
く
な
る
。
近

年
は
10
月
に
入
っ
て
も
台
風
が
襲
っ
て
く
る

こ
と
が
あ
り
、
備
え
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し

た
い
。

季
節
に
拾
う
・
新
歳
時
記
（

季
節
に
拾
う
・
新
歳
時
記
（
９９
月
）
月
）

小
　
牧
　
規
　
子

小
　
牧
　
規
　
子
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
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ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、東ブロック（北海道・東北・関東）からピックアップ。

鹿児島県喜界町
埼玉県小鹿野町

　青森県階上町

群馬県高山村

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　
階
上
町
町
制
施
行

　
階
上
町
町
制
施
行
2020
周
年
を
記
念
し
て
、

周
年
を
記
念
し
て
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
一
般
公
募
し
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
一
般
公
募
し
、

2
0
0
0

2
0
0
0
年年
77
月
に
誕
生
し
た
「
あ
ぶ
ら
め

月
に
誕
生
し
た
「
あ
ぶ
ら
め

く
ん
」。
町
の
魚
・
ア
ブ
ラ
メ
（
＝
ア
イ
ナ
メ
）

く
ん
」。
町
の
魚
・
ア
ブ
ラ
メ
（
＝
ア
イ
ナ
メ
）

を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
い
ま
す
が
、
時
々
、
フ
グ

を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
い
ま
す
が
、
時
々
、
フ
グ

に
間
違
え
ら
れ
る
の
だ
と
か
。
未
来
を
担
う

に
間
違
え
ら
れ
る
の
だ
と
か
。
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
親
し
み
や
す

子
ど
も
た
ち
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
親
し
み
や
す

く
活
発
で
自
由
に
動
き
回
る
町
の
ア
イ
ド
ル

く
活
発
で
自
由
に
動
き
回
る
町
の
ア
イ
ド
ル

的
存
在
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
設
定
し
た

的
存
在
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
設
定
し
た

『
は
し
か
み
キ
ッ
ズ
』
の
一
員
で
、
町
の
花
・

『
は
し
か
み
キ
ッ
ズ
』
の
一
員
で
、
町
の
花
・

つ
つ
じ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
「
つ
つ
じ
姫
」、

つ
つ
じ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
「
つ
つ
じ
姫
」、

特
産
品
の
ウ
ニ
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
「
か
ぜ

特
産
品
の
ウ
ニ
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
「
か
ぜ

丸
」
と
と
も
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
多
く
の

丸
」
と
と
も
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
多
く
の

人
々
に
親
近
感
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、“
お

人
々
に
親
近
感
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、“
お

い
で
よ
、
階
上
町
。
お
い
で
よ
、
全
宇
宙
人
”

い
で
よ
、
階
上
町
。
お
い
で
よ
、
全
宇
宙
人
”

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
た
『
は
し
か
み

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
た
『
は
し
か
み

キ
ッ
ズ
』
誕
生
秘
話
の
動
画
も
作
成
、
公
開
。

キ
ッ
ズ
』
誕
生
秘
話
の
動
画
も
作
成
、
公
開
。

時
に
は
『
は
し
か
み
キ
ッ
ズ
』
み
ん
な
で
、
ま

時
に
は
『
は
し
か
み
キ
ッ
ズ
』
み
ん
な
で
、
ま

た
時
に
は
「
あ
ぶ
ら
め
く
ん
」
単
独
で
、
こ

た
時
に
は
「
あ
ぶ
ら
め
く
ん
」
単
独
で
、
こ

れ
か
ら
も
町
外
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
登
場
し
、

れ
か
ら
も
町
外
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
登
場
し
、

町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
村
政
施
行

　
村
政
施
行
1
1
0

1
1
0
周
年
記
念
に
、
村
の
イ

周
年
記
念
に
、
村
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
2121
世
紀
に
向
け
て
活
力
と
希

世
紀
に
向
け
て
活
力
と
希

望
に
満
ち
た
村
づ
く
り
推
進
を
目
的
に
、
公
式

望
に
満
ち
た
村
づ
く
り
推
進
を
目
的
に
、
公
式

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
公
募
し
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
公
募
し
、
1
9
9
9

1
9
9
9
年年
33
月月

に
誕
生
し
た
「
ひ
か
る
く
ん
」。

に
誕
生
し
た
「
ひ
か
る
く
ん
」。
2
0
1
7

2
0
1
7
年年

に
は
、
よ
り
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
と
デ
ザ
イ
ン

に
は
、
よ
り
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
と
デ
ザ
イ
ン

を
一
新
し
、
頭
は
村
の
花
「
リ
ン
ド
ウ
」、
胴

を
一
新
し
、
頭
は
村
の
花
「
リ
ン
ド
ウ
」、
胴

体
は
村
の
木
「
ナ
ラ
」
の
ど
ん
ぐ
り
を
モ
チ
ー

体
は
村
の
木
「
ナ
ラ
」
の
ど
ん
ぐ
り
を
モ
チ
ー

フ
と
し
た
今
の
デ
ザ
イ
ン
と
な
り
、
同
年

フ
と
し
た
今
の
デ
ザ
イ
ン
と
な
り
、
同
年
88
月月

の
『
高
山
村
ふ
る
さ
と
祭
り
』
で
お
披
露
目
し

の
『
高
山
村
ふ
る
さ
と
祭
り
』
で
お
披
露
目
し

ま
し
た
。
村
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
積
極
的
に

ま
し
た
。
村
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
積
極
的
に

参
加
し
、
村
民
や
観
光
客
と
触
れ
合
う
こ
と
が

参
加
し
、
村
民
や
観
光
客
と
触
れ
合
う
こ
と
が

と
て
も
大
好
き
な
の
だ
と
か
。
一
緒
に
活
動
し

と
て
も
大
好
き
な
の
だ
と
か
。
一
緒
に
活
動
し

て
い
る
、明
る
く
て
優
し
い
「
い
ぶ
き
ち
ゃ
ん
」

て
い
る
、明
る
く
て
優
し
い
「
い
ぶ
き
ち
ゃ
ん
」

と
好
奇
心
旺
盛
で
元
気
い
っ
ぱ
い
の
「
つ
ぼ
み

と
好
奇
心
旺
盛
で
元
気
い
っ
ぱ
い
の
「
つ
ぼ
み

ち
ゃ
ん
」
と
と
も
に
、
時
に
は
村
外
の
イ
ベ
ン

ち
ゃ
ん
」
と
と
も
に
、
時
に
は
村
外
の
イ
ベ
ン

ト
に
も
出
張
し
、
こ
れ
か
ら
も
村
の

ト
に
も
出
張
し
、
こ
れ
か
ら
も
村
の
P
R
P
R
活
動
活
動

や
魅
力
発
信
に
、
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
き

や
魅
力
発
信
に
、
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

ま
す
。

　
小
鹿
野
町
の
魅
力
を
町
内
外
に

　
小
鹿
野
町
の
魅
力
を
町
内
外
に
P
R
P
R
す
る
た

す
る
た

め
、公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
生
ま
れ
た
「
お

め
、公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
生
ま
れ
た
「
お

が
ニ
ャ
ッ
ピ
ー
」。
鹿
の
着
ぐ
る
み
を
着
た
猫

が
ニ
ャ
ッ
ピ
ー
」。
鹿
の
着
ぐ
る
み
を
着
た
猫

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、
胸
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
は
町

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、
胸
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
は
町

名
物
の
「
わ
ら
じ
カ
ツ
」。「
お
が
ニ
ャ
ッ
ピ
ー
」

名
物
の
「
わ
ら
じ
カ
ツ
」。「
お
が
ニ
ャ
ッ
ピ
ー
」

の
大
好
物
で
も
あ
り
、
町
内
に
た
く
さ
ん
あ
る

の
大
好
物
で
も
あ
り
、
町
内
に
た
く
さ
ん
あ
る

お
店
の
ど
こ
の
「
わ
ら
じ
カ
ツ
」
か
当
て
る
“
利

お
店
の
ど
こ
の
「
わ
ら
じ
カ
ツ
」
か
当
て
る
“
利

き
わ
ら
じ
カ
ツ
”
が
で
き
る
ほ
ど
で
す
。
最
近

き
わ
ら
じ
カ
ツ
”
が
で
き
る
ほ
ど
で
す
。
最
近

の
マ
イ
ブ
ー
ム
は
、
町
に
新
し
く
オ
ー
プ
ン
し

の
マ
イ
ブ
ー
ム
は
、
町
に
新
し
く
オ
ー
プ
ン
し

た
「
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
パ
ー
ク

た
「
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
パ
ー
ク
神神し

ん
し
ん

怡怡いい

館館か
ん
か
ん

」
で
ボ
ル

」
で
ボ
ル

ダ
リ
ン
グ
を
す
る
こ
と
。
ま
た
、
町
の
伝
統
文

ダ
リ
ン
グ
を
す
る
こ
と
。
ま
た
、
町
の
伝
統
文

化
で
あ
る
歌
舞
伎
も
大
好
き
で
、
自
分
用
の
歌

化
で
あ
る
歌
舞
伎
も
大
好
き
で
、
自
分
用
の
歌

舞
伎
マ
ン
ト
を
持
っ
て
い
て
、
歌
舞
伎
独
特
の

舞
伎
マ
ン
ト
を
持
っ
て
い
て
、
歌
舞
伎
独
特
の

化
粧
“
隈
取
り
”
も
で
き
ま
す
。
い
つ
か
役
者

化
粧
“
隈
取
り
”
も
で
き
ま
す
。
い
つ
か
役
者

と
し
て
小
鹿
野
歌
舞
伎
の
舞
台
に
立
つ
の
が
夢

と
し
て
小
鹿
野
歌
舞
伎
の
舞
台
に
立
つ
の
が
夢

な
の
だ
と
か
。

な
の
だ
と
か
。

　
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ

　
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ

ヒ
ヨ
ッ
コ
で
す
が
、
バ
ッ
ジ
や
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
な

ヒ
ヨ
ッ
コ
で
す
が
、
バ
ッ
ジ
や
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
な

ど
の
グ
ッ
ズ
も
ど
ん
ど
ん
作
ら
れ
て
い
て
人
気

ど
の
グ
ッ
ズ
も
ど
ん
ど
ん
作
ら
れ
て
い
て
人
気

急
上
昇
中
。
た
く
さ
ん
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、

急
上
昇
中
。
た
く
さ
ん
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、

も
っ
と
も
っ
と
有
名
に
な
る
た
め
に
頑
張
っ
て

も
っ
と
も
っ
と
有
名
に
な
る
た
め
に
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
！

い
き
ま
す
！

明るく感動屋さんな男の子。テー
マソング『ちょこざい！おがニャッ
ピー』に出てくる「ニャンでシ
カ？」は、猫だか鹿だかわかりに
くいおがニャッピーの口癖。好奇
心旺盛なので、知らないものを見
つけるとこの言葉を使う。

のんびり屋でストレスとは無縁。駒
踊りが得意で、趣味はスキューバダ
イビング。好きな食べ物は、どんこ
汁と焼酎お湯割り。いつか空を飛ぶ
のが夢で日々奮闘中！チューしても
らうと幸運が訪れると言われている。

元
気
い
っ
ぱ
い
な
し
っ
か
り
者
で
頼
り
に
な
る
男
の
子
。
高
山
村
の
こ

と
な
ら
何
で
も
知
っ
て
い
る
。
趣
味
は
天
体
観
測
。「
高
山
き
ゅ
う
り
」

が
大
好
物
。
た
く
さ
ん
の
流
星
群
が
見
ら
れ
た
あ
る
夏
の
夜
、
高
山
村

に
舞
い
降
り
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
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【申込・お問合せ】
まずは地球緑化センターまでお問合せください。派遣要請書等の資料をお送りします。締切は11月末日。

特定非営利活動法人地球緑化センター　http://ｎ-gec.org/
TEL：03-3241-6450 ／ Mail：furusato@n-gec.org

　地球緑化センターでは「緑のふるさと協力隊」の新規受入先町村を募集しています。
　1年間の農山村ボランティア「緑のふるさと協力隊」は1993年にスタート。これまでの27年
間で106市町村に約800名の若者を派遣してきました。参加した若者たちは、農林漁業のお手
伝いをはじめ、地域行事、イベント、伝統文化、集落維持といった地域の「お手伝い」を行
います。隊員の任期は1年間ですが、任期後は約4割の隊員がそのまま残り、地域の担い手と
して活躍しています。

●主　　催：特定非営利活動法人 地球緑化センター
●後　　援：�内閣府、総務省、文部科学省、農林水産省、全国町村会、全国市長会など
●活動期間：2021年４月～2022年3月
●主な経費：隊員生活費　600,000円
　　　　　　派遣事務費　720,000円

※�その他、法人会費、隊員住居・光熱水費、移動車両の用意、生活備品費、研修費等の経費
をご負担いただきます。経費の一部については、国の仕組みを活用した事例もあります。詳しくは
地球緑化センターまで。

緑のふるさと協力隊
新規受入先町村を募集！！

町 村 週 報（第三種郵便物認可）

情　報

2020年（令和 2年） 9月 7日　10第3132号
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11　2020年（令和 2年） 9月 7日

随　想

町 村 週 報 （第三種郵便物認可） 第3132号

御
宿
町
は
人
口
お
よ
そ
７
、４
０
０
人
、

面
積
25
㎢
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
町
で
あ
り
ま

す
。
千
葉
県
房
総
半
島
中
部
に
位
置
し
、

黒
潮
お
ど
る
太
平
洋
に
面
し
、豊
か
な
緑
、

温
暖
な
気
候
等
、
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ

歴
史
と
文
化
、
人
情
味
あ
ふ
れ
る
町
で
あ

り
ま
す
。
２
㎞
に
わ
た
る
白
い
砂
浜
と
変

化
に
富
ん
だ
海
蝕
海
岸
、
そ
し
て
緩
や
か

な
丘
稜
地
に
囲
ま
れ
た
御
宿
町
は
白
砂
青

松
、
海
の
保
養
地
と
し
て
多
く
の
人
々
に

愛
さ
れ
観
光
立
町
と
し
て
発
展
し
、
観
光

業
を
中
心
に
漁
業
、
農
業
が
基
盤
を
支
え

て
い
ま
す
。

２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
の
教
訓
を
受
け
、
海
に
面
す

る
わ
が
町
に
と
っ
て
防
災
を
第
一
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
意
し
ま
し
た
。
高

台
に
公
共
施
設
が
必
要
と
考
え
、
翌
年
、

町
議
会
の
賛
同
を
得
て
標
高
38
ｍ
に
あ
る

学
校
統
合
に
よ
り
遊
休
施
設
と
な
っ
て
い

た
旧
御
宿
高
校
跡
地
施
設
を
千
葉
県
よ
り

購
入
し
ま
し
た
。
各
行
政
区
に
お
け
る
自

主
防
災
組
織
を
中
心
に
、
こ
ど
も
園
、
小

中
学
校
の
児
童
、
生
徒
、
消
防
団
な
ど
関

係
機
関
が
防
災
実
地
訓
練
に
徹
し
、
避
難

施
設
や
備
蓄
品
、消
防
施
設
の
拡
充
な
ど
、

防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。
防

災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
今
年
度
、

全
域
完
成
し
ま
す
。

少
子
高
齢
化
に
よ
り
人
口
の
減
少
が
進

ん
で
い
ま
す
が
、
御
宿
町
は
年
間
を
通
し

気
候
が
温
暖
で
住
み
や
す
く
、
移
住
さ
れ

る
方
も
多
い
た
め
減
少
率
が
緩
や
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん

に
生
き
生
き
と
心
豊
か
に
過
ご
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
御
宿
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
事
業
に
取

り
組
み
、
医
療
介
護
施
策
の
充
実
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

産
業
観
光
面
に
お
い
て
、
夏
季
を
中
心

に
白
砂
の
海
岸
で
展
開
さ
れ
る
ビ
ー
チ
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
盛
ん
で
す
。
日
本
ラ

イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
協
会
主
催
に
よ
る
全
日

本
学
生
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
選
手
権
大
会

（
40
大
学
参
加
）
や
東
日
本
予
選
会
に
は

多
数
の
選
手
が
参
加
し
人
命
救
助
の
技
を

競
い
ま
す
。
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ム
ー
ン
カ
ッ
プ
イ
ン
御
宿
に
は
全
国
か
ら

３
０
０
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
お
ん
じ
ゅ
く

Ｄ
Ｅ
元
気
」
主
催
に
よ
る
網
代
湾
横
断

オ
ー
シ
ャ
ン
ス
イ
ム
レ
ー
ス
や
海
山
を
駆

け
巡
る
オ
ー
シ
ャ
ン
ト
レ
イ
ル
レ
ー
ス
に

人
気
が
集
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
春
秋
を
中

心
に
旧
御
宿
高
校
施
設
を
活
用
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
中
央
国
際
高
等
学
校
に
よ
る

ス
ク
ー
リ
ン
グ
事
業
が
長
期
間
に
わ
た
っ

て
実
施
さ
れ
ま
す
。
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、

豊
か
な
自
然
の
中
で
漁
業
や
農
業
に
親
し

み
、
学
習
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
参
加
者
は
民
宿
や
旅
館
に
宿
泊

し
、
展
開
さ
れ
ま
す
の
で
地
域
経
済
の
大

き
な
支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
町
の
誇
り
と
す
る
歴
史
文
化
を

一
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
か
ら
４
０
０
年

程
前
、
１
６
０
９
年
９
月
30
日
夜
半
、
御

宿
沖
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
メ
キ
シ
コ
に
向

か
う
ス
ペ
イ
ン
の
大
型
ガ
レ
オ
ン
船
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
号
が
台
風
に
よ
り
遭
難
座

礁
し
ま
し
た
。
乗
組
員
３
７
３
名
は
海
洋

に
投
げ
出
さ
れ
、
懸
命
に
岸
に
向
か
っ
て

泳
ぎ
着
き
ま
し
た
が
、
残
念
に
も
56
名
が

溺
死
し
、
３
１
７
名
を
地
元
村
民
の
漁
師

や
海
女
さ
ん
た
ち
が
助
け
上
げ
ま
し
た
。

海
女
さ
ん
た
ち
は
、
水
難
で
衰
弱
し
た
異

国
の
人
々
を
膚
で
温
め
蘇
生
さ
せ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
救
助
さ
れ
た
ド
ン
・

ロ
ド
リ
ゴ
氏
を
代
表
と
す
る
一
行
は
メ
キ

シ
コ
の
人
々
で
、
神
社
や
民
家
に
37
日
間

滞
留
し
、
村
民
か
ら
衣
食
住
を
惜
し
み
な

く
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
時
は
過
ぎ
、
１
９

２
８
年
に
こ
の
よ
う
な
先
人
の
功
績
を
顕

彰
し
、
岩
和
田
の
丘
に
日
西
墨
三
国
交
通

発
祥
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
、
１
９
７
８
年

に
は
建
立
50
周
年
を
記
念
し
、
メ
キ
シ
コ

合
衆
国
ロ
ペ
ス
・
ポ
ル
テ
ィ
ー
リ
ョ
大
統

領
が
来
町
さ
れ
、
御
宿
町
民
の
皆
さ
ん
に

１
６
０
９
年
の
史
実
に
お
け
る
人
命
救
済

の
行
為
に
対
し
謝
意
を
表
さ
れ
ま
し
た
。

同
年
、
御
宿
町
と
ア
カ
プ
ル
コ
市
は
姉
妹

都
市
協
定
を
結
び
、
２
０
０
９
年
に
は
、

皇
太
子
殿
下
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
メ
キ
シ

コ
記
念
公
園
な
ど
に
お
い
て
、
日
本
メ
キ

シ
コ
交
流
４
０
０
周
年
記
念
式
典
・
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
号
漂
着
４
０
０
周
年
記
念

祭
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

２
０
１
３
年
に
は
、
ド
ン
・
ロ
ド
リ
ゴ
氏

生
誕
の
地
で
あ
る
メ
キ
シ
コ
合
衆
国
テ
カ

マ
チ
ャ
ル
コ
市
と
史
実
の
ご
縁
に
よ
り
姉

妹
都
市
協
定
を
結
び
、
メ
キ
シ
コ
・
ス
ペ

イ
ン
と
の
交
流
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
に
あ
り
ま
す
が
、

皆
さ
ん
と
共
に
こ
の
難
を
越
え
て
、
町
第

４
次
総
合
計
画
に
み
る
「
笑
顔
と
夢
が
膨

ら
む
ま
ち
―
共
に
支
え
合
う
挑
戦
と
再

生
」
に
向
け
て
邁
進
し
ま
す
。

随  想

石
いし

田
だ

　義
よし

葊
ひろ

千葉県御
おん

宿
じゅく

町長　

笑顔と夢が膨らむまち
～共に支え合う挑戦と再生～
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